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論文内容の要旨

研究目的 2) TDI で経皮感作したマウスに TDI ガス吸入と

ウレタンフォームの原料などとして多用されている し、う方法でチャレンジすると，塗布の場合と同様に，

トリレンジイソシアネート(以下 TDI と略〉は，ヒト 耳介は発赤・腫脹する.但し，その程度は腫脹率から

に主として鴨息様呼吸器障害を起こすことから，感作 も，病理組織学的所見からも，前者に比し軽度であっ

性化学物質とみなされている.しかし，この物質の詳 た.

細な生体作用はほとんど明らかにされておらず，感作 3) TDI ガスで経気道的に感作したマウスの耳介に

性に関する実験的研究も充分ではない TDI を塗布チャレンジすると，耳介はやはり発赤・腫

本研究は，動物実験的に TDI の皮膚感作性を皮膚塗 張するが，その程度は2) の実験結果とほぼ同様であっ

布および吸入の 2 つの投与ノレートを用いて立証すると た.

問時に， この皮膚感作性の呼吸器障害に対する関与の 4) 経気道的に感作したマウスに TDI を吸入チャレ

有無を検討した. ンジすると，チャレンジ前より耳介が腫脹していたた

実験方法 め，腫脹率としては増加がみられなかった.

BALB/C 雄性マウス30 匹を使用し， TDI を背部皮 5) TDI ガスを吸入させたいずれのマウスの呼吸器

膚に塗布感作後，耳介に塗布チャレンシする群， TDI 系臓器にも，特記すべき病理組織学的変化はみられな

ガスを吸入感作後，耳介に塗布チャレンジする群，塗 かった.

布感作後，吸入チャレンジする群，吸入感作後，吸入 結論

チャレンジする群の 4群を構成し，それぞれチャレン BALB/C マウスに TDI を経皮的に投与しても経気

ジのみの対照群 2群をおいた.感作成立の有無は，チャ 道的に投与しても感作が成立することを確認した.ま

レンジ後の耳介の二次性皮膚炎の発現(発赤・腫脹の たチャレンジの方法は，感作の投与方法と異なってい

程度およびその病理組織学的変化〉により判定し，剖 ても，耳介には遅延型アレルギー性皮膚炎が発現する

検して全身に対する影響を病理組織学的に検討した. ことを明らかにした.

結果 しかし，このような状態になっても，病理組織学的

1) TDI で経皮感作したマウスの耳介に塗布チャレ にはマウスの呼吸器系臓器には特記すべき変化はみら

ンジすると，耳介は著しく発赤・腫脹し，腫脹率は60% れなかった.

にも及ぶ.病理組織学的には，血管拡張，細胞浸潤，

有東京細胞間離聞などがみられ，真皮浮腫が顕著で、あっ
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論文審査の要旨

従来， TDI に感作性作用があることは経験的には知られていたが，これに関する動物実験的研究は

ほとんど実施されていなかった.

本論文は BALB/C マウスを用い， TDI を経皮的または経気道的に投与し，感作を成立させ，これ

を耳介の腫脹率から証明したもので，学術上価値ある論文と認める.
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